
令和3年度事務事業進行管理表(事務事業計画・予算管理)
１ 事業概要 課等No. 20 事業No. 142

事務事業名 省エネルギー推進事業
会計 一般会計

事業区分 政策 実施区分 新規
担当課等名 環境モデル都市推進課 開始 R3 終了 R6

根
拠

主要区分 主 記号 計画等名称

戦略計画
○ 11 地球環境への配慮が当たり前の暮らしとまちづくりの推進
   
   

分野別計画
 21’いいだ環境プラン第５次改定版
 飯田市地球温暖化対策実行計画
  

法令・例規等
 地球温暖化対策の推進に関する法律
 飯田市環境基本条例
  

事業目的
対象 市民、事業者

意図 気候変動抑制に資する二酸化炭素排出量削減を推進し、アクションを起こします。

２ 事業内容

 

事務事業を進める
上での課題認識

(前年度評価)
★印はISO配慮事項

パリ協定を踏まえた国の「地球温暖化対策計画」では、2013年比で2030年までに温室効果ガス削減26％を目指すこ
ととされています。また、令和２年10月26日に菅首相の所信表明演説で2050年までに二酸化炭素排出実質排出ゼロを
表明しました。飯田市でも、同様に2050年までに二酸化炭素排出実質排出ゼロを実現するために、現在のエネルギー
使用の在り方を見直し、無駄なエネルギーをできる限り低減させる必要があります。そのためには、今までのエネル
ギーの使い方にとらわれず、一人一人が地球温暖化問題を認識しながら取組を推進する必要があります。

3年度
取組

取組内容 経費の内容 事業費(千円)
◇家庭省エネコンテストにて家庭部門での取組を促します。
◇SNS等を活用した情報発信を随時実施します。
◇企業向け省エネセミナーを通じ具体的な行動に結びつけます。
◇SDGsを意識した省エネの推進のため、いいむす21や飯田市のISO
14001の見直しに着手します。
◇EV充電器設置を促しガソリン車からの切り替えを促進します。
◇自転車利用を促進し、自動車からの転換を促します。
◇りんご並木のエコハウス等を活用し、エコライフの普及啓発を
行います。また、飯田版ZEH普及のための学習会を開催します。

企業省エネの促進 207

家庭省エネの促進 80

ISO進行管理 455

自転車市民共同利用の推進 1,954

旧飯田測候所・エコハウス管理 9,120

エコライフの推進 260

低炭素車両維持管理 91

飯田版ZEH仕様の普及啓発 50

  

その他の経費 0

活動指標

指標名　(数値で表せる活動量) 単位 令和3年度
計画 実績

令和4年度
計画 実績

令和5年度
計画 実績

令和6年度
計画 実績

家庭省エネコンテストの開催 回 1        
企業省エネの意識啓発セミナーの開催 回 1        
エコライフ市民向けイベントの開催 回 3        

          
          
          
          
          

3年度
予算

財源の状況(千円) 当初予算額 特定財源内訳及び補足事項
事業費　計 12,217 (そ)旧飯田測候所建物使用料960千円

(そ)旧飯田測候所電柱占用料5千円
(そ)レンタサイクル使用料129千円
(そ)レンタサイクル払い下げ140千円

国庫支出金 0
県支出金 0
地方債 0
その他 1,234
一般財源 10,983

３ 事務事業を構成する予算科目
番
号

会
計 款 項 目

大
事
業

中
事
業

当初予算額 中事業名(科目名称)現計予算額

1    1 4 1
 
5  19

 
14

12,217
0 省エネルギー推進事業費

2          

3          

4          

5          

6          

7          
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